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STRDESIGN  V20.5 レベルアップ項目について  

「木造軸組工法住宅の許容応力度設計 (2025 年版)」（以下「グレー本 2025 年版」）にて追加さ

れた計算内容につきまして、以下のとおり機能強化対応を行いました。 
 
【グレー本 2025 年版対応】 

No 項目 詳細 

1 各階の地震力に対する

必要壁量の算定 

既存の早見表に加えて、以下グレー本の計算式に対応しました。 

地震力に対する必要壁量(㎝) = Afi(㎡) × Lw(㎝/㎡) 

Lw = (Ai×Co×ΣWi)／(0.0196×Afi) 

2 階高が高い構造物等に

おける筋かい耐力壁の

考慮 

筋かいにおいて、Lb が Lo を超える場合には、許容せん断耐力と剛性に以下の

低減係数を乗じる検討に対応しました。 

aL＝(Lo／Lb)n  

Lo：標準寸法の筋かい耐力壁の筋かい長さ（=3.0m） 

Lb：標準寸法の筋かいより長い場合の筋かい長さ 

ｎ：圧縮筋かいの場合 n=3、引張筋かいの場合 n=1 とする。 

たすき掛け筋かいの場合、負担率に応じてそれぞれ低減係数を乗じる。 

 
１．各階の地震力に対する必要壁量の算定 
グレー本 2025 年版の計算式を対応しました。 
地震力に対する必要壁量(㎝) = Afi(㎡)×Lw(㎝/㎡) 
 
 １．１ 設定方法 
Lw = (Ai×Co×ΣWi)／(0.0196×Afi) 
Lw：単位面積あたりの地震に対する必要壁量 
Ai：層せん断力分布係数    ・・・① 
Co：標準せん断力係数     ・・・② 
ΣWi：該当階が地震時に負担する固定荷重と積載荷重の和 ・・・③ 
Afi：該当階の床面積     ・・・④ 

 
使用する壁量係数の計算方法は、46 条壁量計算パラメータの「46 条壁量係数」で設定しま

す。 
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※「建物概要」または「46 条壁量計算パラメータ」の「46 条壁量計算指定」にて、“1 - 46 条

（2025 年）”を指定した場合に有効です。 
※「早見表」は 2 階建てまで有効で、「グレー本 2025 年」は 3 階建てまで計算可能です。 
※「グレー本 2025 年」は、許容応力度計算のみ有効です。 
 
 
１．２ 計算書 

 
 
 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

計算結果が設定されます 

計算式に必要なパラメータはここに表示されます 
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※グレー本 2025 年の壁量係数は、建物モデルの計算結果によって係数が変更します。 
 

① ③ 

② 

 ④ 
⑤ 

 ⑥ 

入力情報から設定されます 

入力パラメータから設定されます 

構造計算の結果から値が設定されます 

 

許容応力度計算の結果が必要になるので、許容応力度計算

を先に実行してください。許容応力度計算不可の場合、早

見表をご使用ください。 
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２．階高が高い建築物等における筋かい耐力壁の考慮 
許容応力度計算においては、筋かいの長さ Lb が標準寸法の筋かい耐力壁の長さ Lo を超える

場合には、筋かい耐力壁の単位長あたりの許容せん断耐力と剛性に低減係数を乗じる検討に対

応しました。 
 

aL＝(Lo／Lb)n  

Lo：標準寸法の筋かい耐力壁の筋かい長さ（＝３．０ｍ固定） 

Lb：標準寸法の筋かいより長い場合の筋かい長さ 

ｎ：圧縮筋かいの場合 n=3、引張筋かいの場合 n=1 とする 

たすき掛け筋かいの場合、負担率に応じてそれぞれ低減係数を乗じる 

※以下の手順で算定する 

① 圧縮筋かいと引張筋かいの低減係数をそれぞれ算定する 

② 「筋かい仕様」で定義する「せん断用倍率（圧縮）」×「圧縮筋かいの低減係数」より 

 低減した圧縮筋かいの低減倍率を算定する。同様に引張筋かいの低減倍率も算定する。 

③ 「圧縮筋かいの低減倍率」と「引張筋かいの低減倍率」を合計し、たすき掛け筋かいの低減

倍率を算定する 

④ 「せん断用倍率（圧縮）」と「せん断用倍率（引張）」の合計値から低減係数を換算する。 

⑤ 適用倍率に換算した低減係数を乗じて低減倍率を計算する。 

 

 
 
 
２．１ 設定方法 
許容応力度計算を行いますと、筋かいの長さが 3m を超える場合、低減係数が計算されます。 

   

筋かい長さ 
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２．２ 計算書 
構造計算書 第 3.3 章「水平力に対する耐力壁の算定」 
「(1) 耐力壁の配置と設計壁量 Ld および許容耐力 Pi の算定」の内容をご確認ください。 

 

 
 
 

 

※筋かい長さ Lb は、入力始終点の座標（Z 座標含む）より計算します。 
※筋かい高さによる低減係数の考慮（αh＝3.5×Ld／Ho）と比較し、低減係数の小さい値

（安全側）を採用します。採用する低減係数＝Min（aL、αｈ） 

筋かい長さ＝3454 ㎜ 

引き筋のため n=1 低減係数＝0.87 

倍率 1.5×0.87＝1.30 

圧縮筋のため n=3 低減係数＝0.65 

倍率 2.5×0.65＝1.64 


